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【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   2/18     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/32     (2006.01)
   Ｂ６０Ｌ  11/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/32    　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｍ   2/16    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   2/16    　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｍ   2/18    　　　　
   Ｂ３２Ｂ   5/32    　　　　
   Ｂ６０Ｌ  11/18    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月18日(2013.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
１．０×１０６超のＭｗを有するポリプロピレンを含む多層微多孔膜であって、少なくと
も１つの平面方向への９．５％以下の１３０℃の熱収縮率および４００秒／１００ｃｍ３

／２０μｍ以下の正規化透気度を有することを特徴とする膜。
【請求項２】
膜の１３０℃のＴＤ熱収縮率が、５％以下であることを特徴とする請求項１に記載の膜。
【請求項３】
膜が、第１および第３の層、ならびに第１および第３の層の間に位置する第２の層を含み
、
(a)第１の層が、第１の層の重量を基準として１重量％～２０重量％の１．０×１０６超
のＭｗを有するポリエチレンを含み、
(b)第３の層が、第３の層の重量を基準として１重量％～２０重量％の１．０×１０６超
のＭｗを有するポリエチレンを含み、
(c)第２の層が、第２の層の重量を基準として４０重量％以下のポリプロピレンを含むこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の膜。
【請求項４】
膜が、第１および第３の層、ならびに第１および第３の層の間に位置する第２の層を含み
、
(a)第１の層が、第１の層の重量を基準として１重量％～５重量％の１．０×１０６超の
Ｍｗを有するポリエチレンを含み、
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(b)第３の層が、第３の層の重量を基準として１重量％～５重量％の１．０×１０６超の
Ｍｗを有するポリエチレンを含み、
(c)第２の層が、第２の層の重量を基準として４０重量％以下のポリプロピレンを含むこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の膜。
【請求項５】
膜が、１０％以下の、溶融状態におけるＭＤ最大収縮率、および２０％以下の、溶融状態
におけるＴＤ最大収縮率を有することを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の膜。
【請求項６】
膜が、(１)１５０秒／１００ｃｍ３／２０μｍ～２５０秒／１００ｃｍ３／２０μｍの正
規化透過度、(２)２５％以上の空孔率、(３)１３０ｍＮ／μｍ以上の正規化突刺強度、(
４)９０，０００ｋＰａ以上のＭＤ引張強度、(５)７０，０００ｋＰａ以上のＴＤ引張強
度、(６)１５０％以上のＭＤ引張伸度、(７)１５０％以上のＴＤ引張伸度、(８)１７０℃
以上の破膜温度、および(９)１４０℃以下のシャットダウン温度の１つまたは複数を有す
ることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の膜。
【請求項７】
微多孔膜の製造方法であって、
(a)第１の層が第１のポリオレフィンの重量を基準として１重量％～２０重量％の１．０
×１０６超のＭｗを有するポリエチレンを含む第１のポリオレフィンと少なくとも第１の
希釈剤とを含み、
第３の層が第３のポリオレフィンの重量を基準として１重量％～２０重量％の１．０×１
０６超のＭｗを有するポリエチレンを含む第３のポリオレフィンと少なくとも第３の希釈
剤とを含み、
第２の層が第２のポリオレフィンと少なくとも第２の希釈剤とを含み、
第２のポリオレフィンが第２のポリオレフィンの重量を基準として１重量％～４０重量％
の範囲の量のポリプロピレンを含み、
第１および第３の層、ならびに第１および第３の層の間に位置する第２の層を含む多層層
押出物を、少なくとも１つの平面方向に延伸する工程、
(b)第１、第２および第３の希釈剤の少なくとも一部を延伸押出物から除去して、ＭＤに
沿った第１の長さおよびＴＤに沿った第１の幅を有する乾燥膜を調製する工程、
(c)膜を、第１の幅から、約１．１～約１．８の範囲の倍率で第１の幅より広い第２の幅
へＴＤに延伸する工程、次いで
(d)第２の幅を、第１の幅から第１の幅の約１．１～約１．６倍までの範囲である第３の
幅に縮小させる工程
を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
第１および第３のポリオレフィンが、１重量％～５重量％の１．０×１０６超のＭｗを有
するポリエチレンを含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
負極と、正極と、電解質と、多層微多孔膜とを含む電池であって、多層微多孔膜が、請求
項１～６のいずれかに記載の膜であることを特徴とする電池。
【請求項１０】
請求項９に記載の電池が、電気自動車またはハイブリッド電気自動車に動力を供給する電
動機および／または電動機に接続されていることを特徴とする電池システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
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　上記と同様の方法で、(a)５．６２×１０５のＭｗおよび４．０５のＭＷＤを有する第
１のポリエチレン樹脂８２重量％と、(b)１．９５×１０６のＭｗおよび５．０９のＭＷ
Ｄを有する第２のポリエチレン樹脂１８重量％とをドライブレンドすることにより、第２
のポリオレフィン溶液を調製する。パーセンテージは、第２のポリオレフィン組成物の重
量が基準である。組成物中の第１のポリエチレン樹脂は、１３５℃のＴｍおよび１００℃
のＴｃｄを有する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　上記と同様の方法で、(a)５．６２×１０５のＭｗおよび４．０５のＭＷＤを有する第
１のポリエチレン樹脂８２重量％と、(b)１．９５×１０６のＭｗおよび５．０９のＭＷ
Ｄを有する第２のポリエチレン樹脂１８重量％とをドライブレンドすることにより、第２
のポリオレフィン溶液を調製する。パーセンテージは、第２のポリオレフィン組成物の重
量が基準である。組成物中の第１のポリエチレン樹脂は、１３５℃のＴｍおよび１００℃
のＴｃｄを有する。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　多層微多孔膜の実施例および比較例の組成および処理条件を、表１に示す。実施例およ
び比較例の多層微多孔膜の特性を、表２に示す。

【表１】
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【表２】
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